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デザインビルド方式における受注コンソーシアムでの病院施工報告 
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概要：既存病院は，昭和 41 年に建設された築 50 年以上と老朽化の著しい施設であ

り，建替えが急務となっていた．人口減少と超高齢社会が急速に進む中，設計・施工

一括発注方式公募型プロポーザルにて当社を代表とする 9 社コンソーシアムでの受

注となった．実施設計段階で，総合待合や透析センターの見通しを良くするため，現

場打ちプレストレストコンクリート梁（以下 PC 梁）が採用された．病院建築として

は非常に短い 1 年での工期であり，工期短縮が求められため，RC 階段を鉄骨階段に

変更して少しでも躯体労務（型枠・鉄筋）を削減する計画とした．美唄市は多雪地域

で有名だが，冬期間の外装仕上げ工事となるため，大雪にも耐えることができる採暖

養生を計画した． 

厳しい施工条件のもと工期内に竣工を迎えるための様々な取り組みを報告する． 
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１．はじめに 

かつて美唄には大小いくつもの炭鉱があり，全国でも有数の「石炭のまち」として栄えていた．昭和 18 年

創立の旧病院の後，現病院は，昭和 41 年に建設された築 50 年以上と老朽化の著しい施設となっており，人

口減少と超高齢社会が急速に進む中建替えが急務となっていた．当初計画から 15 年余 2 度の実施設計延期

を経て，設計・施工一括発注方式公募型プロポーザルにて当社を代表とする 9 社コンソーシアムが受注した．

実施設計段階で，総合待合や透析センターの見通しを良くするため，現場打ち PC 梁が採用された．待ち望

んだ着工が 2023 年 4 月，補助金の関係もあり年度内竣工が要求され，病院建築としては非常に短い 1 年で

の工期設定であった．工期短縮を計画するなかで，RC 階段を鉄骨階段に変更し，躯体労務（型枠・鉄筋）の

省力化を提案した．美唄市は道内有数の多雪地域であり，外装工事が冬期間になるため，屋上パラペット部

の採暖養生上屋は大雪にも耐えることができるものを計画した．本稿では，これらの検討内容，施工計画に

ついて報告する． 

 

 

清水忠 大橋宜之 永田一貴 川本昌弥 
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２．工事概要 

2.1 建物概要 

 建物概要を以下に示す．写真-1 に建物外観を示す． 

工事名称：市立美唄病院建替え工事 

発 注 者：美唄市長 

設計監理：株式会社大建設計 

建築施工：ピーエス三菱・近藤建設・広瀬建設工業特定建設工事共同企業体 

工事場所：北海道美唄市西 2 条北 1 丁目 1259 番地 2 

工  期：2023 年 4 月 1 日～2024 年 3 月 31 日 

構造規模：（病院棟）鉄筋コンクリート造 地上 4 階建て（一部鉄骨造） 

（事務棟）軽量鉄骨造 平屋建て 

敷地面積：16,820.39 ㎡ 

建築面積：2,893.49 ㎡ 

延床面積：6,501.51 ㎡ 

最高高さ：17.45ｍ 

建物用途：病院 

 

 

 

 

 

2.2 構造概要 

 本建物は，病院棟と事務棟の 2 棟から構成されている．事務棟は，建設コスト削減と時代のニーズに合わ

せて変化できるフレキシブル性を目的とした軽量鉄骨造平屋建てとなっている．病院棟は，RC 造地上 4 階

建てである．自然災害時にも安全性と耐震性を確保するため，重要度係数 1.5 を確保し，耐震安全性の分類

上Ⅰ類の施設となっている．1 階には外来，検査，放射線，救急，事務部門，2 階は透析センター，リハビリ，

手術，薬剤部門，機械室，3 階に病棟を配置し，わかりやすい動線計画となっている．現場打ち PC 梁を 10

スパン配置して柱 10 本を減じることで，各階のコアとなるエリアを見通しの良い空間とした．風洞実験によ

り屋上のパラペットは 2.0ｍ立ち上げ，45°の勾配を付けることで雪庇ができない形状で計画されている．各

階 PC 化平面図を図-1 に，屋上パラペットを写真-2 に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 外観 

図-1 各階 PC 化平面図 写真-2 屋上パラペット 
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３．施工計画 

3.1 仮設計画 

総合仮設計画図を図-2 に示す．敷地条件としては，既存病院が北側・西側にあるため，使用可能な搬入・

揚重エリアとしては西側・南側道路での計画となった． 

当初短工期に対応するため，北西側および南東側に 1 台ずつ計 2 台の 70ｔクローラークレーンで計画して

いたが，鉄筋・型枠労務不足の影響で常設クレーンは北側の 1 台として，かつ病院棟の躯体上棟まで事務棟

エリアを揚重・資材ヤードとして使用する計画に変更した．南東側には補助的にラフタークレーンにて資材

揚重を行った． 

 

3.2 工程計画 

当初マスター工程表を図-3 に示す．

 

 

図-2 総合仮設計画図 

図-3 当初マスター工程表 
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 当初計画時は，令和 5 年 3 月 1 日着工予定であったが，都市構造再編集中支援事業の交付金申請のため，

令和 5 年 4 月 1 日の着工が厳守となった．着工後，躯体工事を短縮・省力化するため大きく 2 点の変更を

行った．1 点目は躯体労務（型枠・鉄筋）の省力化を図るため，原設計の RC 階段から鉄骨階段に変更し

た．鉄骨階段施工状況を写真-3 に示す．躯体工事期間中は仮設昇降足場にて昇降し，上棟後内部から鉄骨

階段の架設を行った．2 点目は，鉄筋量が多く，また，PC 梁の定着部の納まり等，パネルゾーンの配筋が

混雑していたため，鉄筋の定着部に定着板（DB ヘッド工法）を用いることにより，施工性を向上させた．

PC 梁緊張端部の配筋状況を写真-4 に示す． 

 

 

 

４．施工上の課題 

4.1 斜めパラペット形状 

本物件の特徴の一つとして，雪庇防止を目的とした斜めパラペット形状が挙げられる．原設計では斜め形

状の位置が梁と干渉しており，PC 梁緊張後あと打ちで施工することとなっていた．図-4，図-5 に斜めパラペ

ットの原設計を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は，屋上防水がけい酸塩系含侵防水となっていた．原設計通り施工することで，屋上の平場に打継面

が発生し，防水上の弱点が増えてしまう．また，躯体工程上あと打ちは出来るだけ少なくしたかったため，

斜めの角度を変えずに，屋根面より上部に折れ点を上げることで，平場の打継と緊張後のあと施工が両方解

消できる方向で設計変更を要望した．変更後図を図-6 に示す． 

写真-3 鉄骨階段施工状況 

図-5 斜めパラペット構造図（原設計） 図-4 斜めパラペット意匠図（原設計） 

写真-4 PC 梁定着部鉄筋組立状況 
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意匠・構造に関わる変更を大胆に提案できるのは，今回のコンソーシアムならではと感じている．設計事

務所にも柔軟に対応頂き，スムーズな検討で工程に影響なく進めることができた．写真-5 に斜めパラペット

を示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 採暖養生計画 

 当初計画時より，厳冬期での内外装工事を想定していたが，

躯体工事の遅延により，外装工事のピークがかなりずれ込ん

だ．通常冬期間に外装工事を行う場合，外部足場と外壁躯体と

の間を塞ぐ程度の上屋養生にて施工している．しかし，本物件

では前項で記した斜めパラペットの仕上げがあること，また，

道内有数の多雪地域であることから，上屋内部の作業空間の確

保と雪下ろしを極力少なくするべく，養生上屋勾配を 45°程度

として計画した．実際に施工した上屋の外観と内部空間の状況

写真を写真-6，写真-7 に示す． 

  2023 年 12 月に美唄市は記録的な大雪に見舞われ，災害対

策本部が設置されるほどであった．最低気温が－20℃を下回

る日もあり，左官工事，タイル工事，塗装工事を施工するには

大変厳しい条件であったが，今回内外部合わせて最大計 58 台

のジェットヒーター・ジェットファーネスを稼働させ，内外装

工事の加熱採暖養生を行った．足場内温度を 5～7℃程度とな

るように，各面 6～8 台のジェットヒーターを配置し，24 時間

稼働して夜間の冷え込みにも対応し，翌日の作業に影響が出な

いようにした．仮設電気の容量が不足した分は，発電機を設置

して対応した． 

 

５．まとめ 

 本工事は，受注コンソーシアムという形態で設計・施工一括発注方式にて受注した物件である．実施設計

時から施工者として参画することで PC 梁を採用とし，開放感のある総合待合，透析センターが実現できた．

病院建設の特殊性，専門性から，民間企業の経験を最大限活用し，設計と施工が一丸となり合理的な設計が

できたこと，また，短工期の中でもヒアリングを重ね，発注者の要望を可能な限り取り込み，かつ，コスト

の削減，工期短縮を実現できたことは，受注コンソーシアムならではの成果が上げられた． 
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写真-5 斜めパラペット 図-6 斜めパラペット変更後図 

写真-6 パラペット上屋養生状況 

写真-7 パラペット上屋養生内部 


